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実運送体制管理簿とは？義務化の背景や対象、いつから？ 
 
【記事の要点３つ】 

✅ 実運送体制管理簿とは、元請けが下請け運送会社の情報などを記載する管理簿で、2025年 4月 1日

から作成・保管が義務化。 

✅ 義務化の背景には、ドライバー不足や運賃交渉の不透明さ、多重下請け構造による取引の不透明性な

ど、物流業界の課題解決がある。 

✅ 元請けは 1運送ごとに管理簿を作成・1年間保管し、開示請求があれば即対応が必要。違反時は行政処

分の対象となる。 

 

 

実運送体制管理簿とは、元請け事業者が荷主から運送を受託し、実際に荷物を運ぶ下請け運

送会社の名称や運送区間などを記録・管理する帳簿です。この管理簿の作成・保管が、2025

年 4月 1日から義務化されます。 

 

背景には、物流業界特有のドライバー不足、運賃交渉の不透明さ、多重下請け構造による取引

のブラックボックス化など、深刻な業界課題があります。新制度により、委託構造の可視化・透

明性向上、適正な運賃の確保、荷主の責任強化が進み、ドライバーの待遇改善や業界健全化が

期待されています。 

 

義務のポイントは、元請けが 1運送ごとに管理簿を作成し、1年間の保管と、荷主から請求が

あれば業務時間内での閲覧・謄写対応が必要な点です。違反した場合、行政処分の対象となる

ため、確実な管理体制が求められます。今回の義務化は、物流現場の効率化やデジタル化の契

機ともなり、今後の業界発展につながる重要な施策と言えるでしょう。 
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